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人
間
の
尊
厳
論
の
「
原
点
」

と
「
現
点
」青

柳

土羊

一

人間の尊厳論の「原点」と「現点」

V　　IV　　　IH　　III
　21　 4321　 21

は
じ
め
に

日
本
国
憲
法
制
定
と
「
個
人
の
尊
重
」
条
項

　
「
個
人
の
尊
重
」
条
項
・
「
個
人
の
尊
厳
」
条
項
制
定
史

　
日
本
に
お
け
る
囚
p
旨
哲
学
の
受
容

「
個
人
の
尊
重
」
条
項
解
釈
の
原
点

　
日
本
国
憲
法
制
定
か
ら
ド
イ
ツ
基
本
法
制
定
ま
で
の
「
個
人
の
尊
重
」

　
ド
イ
ツ
基
本
法
制
定
後
の
「
個
人
の
尊
重
」
論

　
田
口
精
一
「
ボ
ン
基
本
法
に
お
け
る
人
間
の
尊
厳
に
つ
い
て
」

　
「
個
人
の
尊
重
」
論
の
展
開

人
間
の
尊
厳
論
の
「
現
点
」

　
「
人
間
の
尊
厳
は
不
可
侵
で
あ
っ
た
」

　
「
種
の
尊
厳
」
論

結
び
に

論
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1
　
は
じ
め
に

　
日
本
国
憲
法
二
二
条
一
文
は
、
「
す
べ
て
国
民
は
、
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
」
と
規
定
す
る
。
こ
の
「
個
人
の
尊
重
」
条
項
は
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
）

日
本
国
憲
法
の
基
本
原
理
に
か
か
わ
る
規
定
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
コ
ニ
条
論
の
な
か
で
、
別
稿
で
指
摘
し
た
よ
う
に
、

「
個
人
の
尊
重
」
条
項
自
体
に
関
す
る
研
究
は
、
公
共
の
福
祉
論
や
幸
福
追
求
権
論
に
比
べ
て
活
発
と
は
言
い
難
い
状
況
に
あ
っ
た
。

「
個
人
の
尊
重
」
条
項
を
め
ぐ
る
解
釈
論
の
「
原
点
」
に
お
け
る
通
説
的
見
解
は
、
「
個
人
の
尊
重
」
条
項
ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国
基
本

法
（
以
下
、
ド
イ
ツ
基
本
法
と
略
称
）
一
条
一
項
の
「
人
間
の
尊
厳
」
条
項
と
「
個
人
の
尊
重
」
規
定
と
は
同
じ
趣
旨
の
も
の
と
把
握

し
て
い
た
。
こ
の
よ
う
な
通
説
的
見
解
に
再
検
討
を
迫
っ
た
の
は
、
一
九
七
九
年
に
公
表
さ
れ
た
ホ
セ
・
ヨ
ン
パ
ル
ト
教
授
に
よ
る

　
　
（
3
）

問
題
提
起
で
あ
っ
た
。
ヨ
ン
パ
ル
ト
教
授
は
、
「
個
人
の
尊
重
」
と
「
人
間
の
尊
厳
」
は
同
じ
も
の
で
は
な
く
、
ド
イ
ツ
基
本
法
の

「
人
間
の
尊
厳
」
は
「
決
し
て
『
個
人
主
義
（
言
象
く
こ
爵
房
目
5
）
』
の
原
理
に
よ
っ
て
理
解
さ
れ
な
い
」
、
と
主
張
す
る
。
そ
し
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
）

ヨ
ン
パ
ル
ト
教
授
は
、
「
人
間
の
尊
厳
」
条
項
の
解
釈
と
し
て
ド
イ
ツ
の
学
説
で
「
異
論
が
な
い
」
四
つ
の
命
題
を
挙
げ
る
。
そ
の

う
ち
、
本
稿
の
テ
ー
マ
に
関
係
す
る
の
は
、
「
人
間
は
、
人
格
と
し
て
（
人
格
で
あ
る
が
ゆ
え
に
）
尊
厳
を
有
す
る
」
と
い
う
命
題
と

ド
イ
ツ
基
本
法
「
第
一
条
は
個
人
よ
り
も
人
格
性
に
関
連
す
る
」
と
い
う
命
題
で
あ
る
。
こ
の
「
人
格
と
し
て
の
人
間
の
尊
厳
」
と

い
う
命
題
は
、
ヨ
ン
パ
ル
ト
教
授
に
よ
れ
ば
、
ド
イ
ツ
語
の
≦
辞
号
と
い
う
言
葉
の
意
味
そ
れ
自
体
に
関
わ
る
。
つ
ま
り
、
「
人

間
の
尊
厳
は
人
間
の
人
格
と
し
て
の
尊
厳
と
理
解
さ
れ
る
の
で
、
人
間
の
尊
厳
を
定
義
す
る
こ
と
は
同
時
に
人
格
を
定
義
す
る
こ

　
　
　
　
　
　
（
5
）

と
」
を
意
味
す
る
。

　
本
稿
の
テ
ー
マ
の
核
心
は
、
人
格
と
結
び
つ
い
て
捉
え
ら
れ
る
人
間
の
尊
厳
論
に
内
在
す
る
根
源
的
問
題
に
あ
る
。
つ
ま
り
、
そ

の
「
人
格
」
の
定
義
が
問
題
な
の
で
あ
り
、
「
人
格
」
の
定
義
に
よ
っ
て
描
か
れ
る
そ
の
「
人
間
」
像
が
問
題
な
の
で
あ
る
。

　
近
時
、
囚
蝉
筥
哲
学
に
一
つ
の
淵
源
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
人
格
－
自
律
－
理
性
と
結
び
つ
い
た
「
人
問
の
尊
厳
」
論
は
、
ド
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イ
ツ
に
お
い
て
も
そ
の
根
源
的
問
題
が
顕
在
化
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
科
学
／
技
術
の
、
と
り
わ
け
、
生
命
操
作
技
術
や
遺

伝
子
工
学
な
ど
の
驚
異
的
な
進
展
が
、
人
間
、
人
類
の
捉
え
方
そ
の
も
の
の
再
検
討
を
迫
っ
て
い
る
。
人
格
－
自
律
－
理
性
に
基
づ

く
「
人
間
の
尊
厳
」
論
は
、
体
細
胞
核
移
植
技
術
に
よ
る
人
間
の
ク
ロ
ー
ニ
ン
グ
の
可
能
性
や
胚
を
人
為
的
に
処
理
す
る
科
学
／
技

術
に
直
面
し
て
、
揺
ら
い
で
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
現
に
、
ド
イ
ツ
で
は
、
「
人
間
の
尊
厳
」
条
項
の
多
数
説
・
判
例
と
は
異
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
）

る
、
種
と
し
て
の
人
間
の
尊
厳
論
が
、
同
じ
く
因
m
艮
哲
学
に
基
づ
い
て
提
唱
さ
れ
て
い
る
。
後
述
す
る
よ
う
に
、
種
の
尊
厳

（
○
讐
ε
轟
署
日
号
）
論
を
支
持
す
る
憲
法
学
説
も
出
て
き
て
い
る
。
こ
れ
が
、
「
人
問
の
尊
厳
」
論
を
め
ぐ
る
「
現
点
」
に
お
け
る

ホ
ッ
ト
な
論
点
で
あ
る
。

　
本
稿
を
執
筆
す
る
動
機
は
、
「
現
点
」
に
お
け
る
こ
の
よ
う
な
問
題
に
対
す
る
「
答
」
の
手
懸
り
を
、
「
人
間
の
尊
厳
」
と
同
視
す

る
解
釈
の
問
題
性
が
指
摘
さ
れ
た
「
個
人
の
尊
重
」
条
項
解
釈
の
「
原
点
」
を
、
そ
れ
は
ド
イ
ツ
に
お
け
る
「
人
間
の
尊
厳
」
論
の

「
原
点
」
と
も
重
な
る
の
で
あ
る
が
、
再
訪
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う
思
い
で
あ
る
。

な
ぜ
な
ら
、
「
人
間
の
尊
厳
」
を
め
ぐ
る
「
現
点
」
で
の
問
題
は
、
「
人
間
の
尊
厳
」
論
が
そ
も
そ
も
内
在
さ
せ
て
い
る
根
源
的
問
題

と
思
え
る
か
ら
で
あ
る
。
「
個
人
の
尊
重
」
論
の
「
原
点
」
に
お
い
て
、
国
餌
日
の
譲
貫
号
q
R
匡
①
霧
魯
訂
津
と
の
関
係
を
見
出

す
こ
と
が
で
き
る
し
、
ド
イ
ツ
基
本
法
制
定
後
は
「
人
間
の
尊
厳
」
条
項
と
の
類
似
性
を
意
識
し
た
見
解
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
意
味
で
、
こ
れ
ら
の
「
原
点
」
を
再
訪
す
る
こ
と
は
、
日
本
の
憲
法
学
に
お
い
て
ド
イ
ツ
基
本
法
の
「
人
間
の
尊
厳
」
条
項
に

関
す
る
本
格
的
研
究
の
先
鞭
を
つ
け
ら
れ
た
田
口
精
一
先
生
の
研
究
を
位
置
づ
け
る
こ
と
で
も
あ
る
。
そ
の
点
で
も
、
不
肖
の
弟
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

が
田
口
先
生
の
追
悼
号
に
寄
稿
さ
せ
て
頂
く
小
論
と
し
て
、
こ
の
「
原
点
」
を
再
訪
す
る
こ
と
は
意
味
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　
＊
以
下
の
章
に
お
い
て
は
、
敬
称
を
省
略
さ
せ
て
頂
く
。
な
お
、
文
献
の
引
用
に
あ
た
っ
て
、
旧
漢
字
お
よ
び
旧
か
な
文
字
は
、
常
用
漢
字

お
よ
び
現
代
か
な
文
字
に
な
お
し
て
い
る
。
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II

日
本
国
憲
法
制
定
と
「
個
人
の
尊
重
」
条
項

　
1
　
「
個
人
の
尊
重
」
条
項
・
「
個
人
の
尊
厳
」
条
項
制
定
史

　
（
1
）
　
日
本
国
憲
法
制
定
以
前
の
外
国
憲
法
・
国
際
法

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
7
）

　
外
国
憲
法
や
国
際
法
に
お
け
る
「
人
間
の
尊
厳
」
条
項
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
別
稿
で
概
観
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
日
本
国
憲

法
が
公
布
さ
れ
た
一
九
四
六
年
二
月
三
日
ま
で
の
外
国
憲
法
・
国
際
法
に
絞
っ
て
、
確
認
し
て
お
き
た
い
。

　
第
二
次
大
戦
以
前
で
は
、
一
九
一
九
年
の
ヴ
ァ
イ
マ
ー
ル
憲
法
一
五
一
条
が
挙
げ
ら
れ
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
そ
れ
は
、
人
権
の

基
礎
と
し
て
の
人
間
の
尊
厳
で
は
な
か
っ
た
し
、
ま
た
人
間
の
尊
厳
と
い
う
名
詞
形
で
用
い
ら
れ
た
わ
け
で
も
な
か
っ
た
。
い
わ
ゆ

る
生
存
権
に
関
し
て
、
「
人
間
に
値
す
る
」
と
い
う
形
容
詞
形
で
用
い
ら
れ
た
。
一
九
三
三
年
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
憲
法
六
条
三
号
も
、

国
家
の
責
務
と
し
て
人
間
の
尊
厳
を
謳
っ
て
い
る
が
、
人
間
の
生
存
に
か
か
わ
る
文
脈
で
の
規
定
で
あ
る
。
一
九
三
七
年
の
ア
イ
ル

ラ
ン
ド
憲
法
前
文
は
、
よ
り
一
般
的
な
文
脈
で
「
個
人
の
尊
厳
と
自
由
」
の
確
保
を
規
定
し
て
い
る
。

　
第
二
次
大
戦
後
、
人
間
の
尊
厳
と
い
う
言
葉
を
用
い
る
も
の
が
増
え
て
く
る
。
ま
ず
、
日
本
は
ま
だ
戦
争
状
態
に
あ
っ
た
時
期
で

あ
る
が
、
一
九
四
五
年
六
月
二
六
日
に
調
印
さ
れ
た
国
際
連
合
憲
章
で
あ
る
。
そ
の
前
文
で
、
「
基
本
的
人
権
と
人
間
の
尊
厳
及
び

価
値
…
…
に
関
す
る
信
念
を
改
め
て
確
認
」
す
る
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ
れ
は
、
表
現
上
は
、
人
権
の
基
礎
と
し
て
の

人
間
の
尊
厳
と
い
う
位
置
づ
け
で
は
な
い
。
一
九
四
五
年
二
月
二
六
日
に
調
印
さ
れ
た
ユ
ネ
ス
コ
憲
章
は
、
そ
の
前
文
で
、
第
二

次
大
戦
が
「
人
間
の
尊
厳
、
自
由
、
平
和
の
た
め
の
相
互
の
尊
重
と
い
う
民
主
主
義
の
原
理
を
否
定
し
」
た
戦
争
で
あ
っ
た
と
捉
え

た
う
え
で
、
「
文
化
の
広
い
普
及
と
正
義
・
自
由
・
平
和
の
た
め
の
人
類
の
教
育
と
は
、
人
間
の
尊
厳
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
も

の
で
あ
る
」
と
謳
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
自
由
の
基
礎
と
し
て
の
「
人
間
の
尊
厳
」
と
い
う
位
置
づ
け
に
と
っ
て
決
定
的
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
た
世
界
人
権
宣
言
は
、
一
九
四
八
年
二
一
月
一
〇
日
に
国
際
連
合
総
会
で
採
択
さ
れ
た
も
の
な
の
で
、
日
本
国
憲
法
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制
定
の
際
に
参
考
に
す
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。

　
各
国
の
憲
法
典
で
は
、
日
本
国
憲
法
制
定
以
前
に
「
人
問
の
尊
厳
」
を
謳
う
も
の
は
、
一
九
四
五
年
七
月
一
六
日
の
「
ス
ペ
イ
ン

国
民
の
権
利
章
典
」
の
み
で
あ
る
。
そ
の
一
条
は
、
国
家
活
動
の
指
導
原
則
と
し
て
、
「
人
間
の
尊
厳
、
高
潔
及
び
自
由
に
対
す
る

尊
重
」
を
宣
言
し
て
い
る
。

　
ド
イ
ツ
で
は
、
基
本
法
制
定
に
先
立
っ
て
い
く
つ
か
の
州
憲
法
が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
日
本
国
憲
法
制
定
以
前
に
制
定
さ
れ
た

州
憲
法
は
な
い
。
ド
イ
ツ
基
本
法
の
「
人
間
の
尊
厳
」
条
項
「
の
判
定
に
際
し
て
、
そ
の
模
範
と
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
明
白
で

（
8
）

あ
る
」
バ
イ
エ
ル
ン
州
憲
法
が
制
定
さ
れ
た
の
は
、
一
九
四
六
年
一
二
月
二
日
で
あ
る
。

　
（
2
）
　
「
個
人
の
尊
重
」
条
項
と
「
個
人
の
尊
厳
」
条
項

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
9
）

「
個
人
の
尊
重
」
条
項
お
よ
び
「
個
人
の
尊
厳
」
条
項
の
制
定
史
に
つ
い
て
は
、
す
で
に
別
稿
で
跡
づ
け
て
い
る
。
そ
こ
か
ら
、
二

つ
の
こ
と
を
こ
こ
で
も
確
認
し
て
お
き
た
い
。
一
つ
は
、
マ
ッ
カ
ー
サ
ー
草
案
二
三
条
の
、
．
3
象
≦
身
巴
9
鵬
巳
昌
．
、
に
充
て
ら
れ

た
「
個
人
の
威
厳
」
と
い
う
言
葉
の
変
化
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
個
人
の
権
威
」
（
憲
法
改
正
要
綱
二
二
条
二
項
、
憲
法
改
正
草
案
二
二

条
二
項
）
へ
、
そ
し
て
衆
議
院
の
帝
国
憲
法
改
正
案
委
員
小
委
員
会
（
通
称
、
芦
田
委
員
会
）
で
「
個
人
の
尊
厳
」
に
変
更
さ
れ
て
い

る
。　

他
の
一
つ
は
、
議
会
に
お
け
る
政
府
側
の
説
明
で
あ
る
。
憲
法
改
正
草
案
二
二
条
と
二
二
条
二
項
に
関
し
て
は
、
従
来
の
封
建
的

な
家
族
制
度
の
存
否
を
め
ぐ
っ
て
活
発
な
議
論
が
な
さ
れ
た
が
、
「
個
人
の
尊
重
」
や
「
個
人
の
尊
厳
」
と
い
う
文
言
自
体
に
関
し

て
は
余
り
議
論
が
な
さ
れ
な
か
っ
た
。
金
森
徳
次
郎
国
務
大
臣
（
当
時
）
は
、
「
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
」
と
い
う
条
文
の
意
味

に
つ
い
て
の
質
問
に
、
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

　
「
結
局
之
だ
け
の
意
味
で
あ
り
ま
し
て
、
…
…
集
団
的
で
な
い
、
国
民
と
云
う
者
は
、
国
家
を
構
成
し
て
居
る
単
位
と
し
て
の
人
間
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
0
）

　
大
い
に
尊
重
さ
れ
る
と
云
う
原
則
を
こ
こ
で
声
明
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
す
。
そ
う
特
別
に
深
い
意
味
で
は
な
い
」
。
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ま
た
、
金
森
国
務
大
臣
は
、
「
個
人
の
尊
厳
」
の
具
体
的
・
法
律
的
内
容
に
つ
い
て
の
質
問
に
、
次
の
よ
う
に
答
え
て
い
る
。

「
こ
の
憲
法
の
建
前
が
、
人
問
一
人
一
人
と
云
う
も
の
に
値
う
ち
を
認
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
、
一
体
人
問
と
云
う
者
は
、
他
人
を
以
て
代
う

る
こ
と
が
で
き
な
い
よ
う
な
貴
重
な
る
も
の
で
あ
り
ま
す
が
故
に
、
そ
れ
を
粗
末
に
し
て
は
な
ら
ぬ
と
云
う
こ
と
を
一
つ
の
根
本
の
原
理
に

し
て
居
り
ま
す
。
…
…
故
無
く
こ
れ
に
対
し
て
、
普
通
に
申
し
ま
す
る
意
味
の
人
格
を
認
め
な
い
よ
う
な
生
き
方
が
い
け
な
い
と
云
う
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
n
）

を
言
っ
て
居
る
の
で
あ
り
ま
」
す
。

　
2
　
日
本
に
お
け
る
盃
舞
哲
学
の
受
容

　
金
森
徳
次
郎
が
い
う
「
普
通
に
申
し
ま
す
意
味
の
人
格
」
と
は
、
ど
の
よ
う
な
意
味
の
「
人
格
」
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
2
）

　
と
り
わ
け
明
治
時
代
は
、
周
知
の
よ
う
に
西
欧
の
学
問
の
名
前
や
専
門
用
語
の
訳
語
の
確
定
に
多
大
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
注
が
れ
た
。

そ
の
場
合
、
新
し
い
言
葉
（
和
製
漢
語
）
が
作
り
出
さ
れ
た
場
合
も
あ
る
し
、
従
来
の
漢
語
に
新
し
い
意
味
を
付
与
し
て
西
欧
語
の

訳
語
に
充
て
た
も
の
も
あ
る
。

　
英
語
の
ぎ
＆
＜
こ
信
巴
、
ド
イ
ツ
語
の
冒
9
＜
崔
仁
⊆
ヨ
の
訳
語
で
あ
る
「
個
人
」
は
、
個
々
の
人
間
を
意
味
す
る
も
の
と
し
て
新

た
に
造
ら
れ
た
和
製
漢
語
で
あ
る
。
英
語
の
象
臓
巳
昌
、
ド
イ
ツ
語
の
譲
宥
号
の
訳
語
と
し
て
使
わ
れ
る
「
尊
厳
」
は
、
漢
語
を

流
用
し
た
も
の
で
あ
る
。
「
尊
厳
」
は
、
「
た
っ
と
く
お
ご
そ
か
」
を
意
味
す
る
漢
語
で
あ
る
。
例
え
ば
、
『
漢
書
・
成
帝
紀
賛
』
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
3
）

は
、
『
尊
厳
若
レ
神
』
（
尊
く
厳
か
な
こ
と
が
神
の
よ
う
で
あ
る
、
と
い
う
意
味
）
と
使
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
味
を
有
す
る
「
尊
厳
」

と
い
う
漢
語
が
、
α
眞
巳
葺
≦
爵
号
と
い
う
言
葉
が
有
す
る
内
容
に
適
切
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
た
の
で
、
そ
れ
ら
の
訳
語
と
し
て

充
て
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。
英
語
の
b
R
ω
9
巴
一
昌
、
ド
イ
ツ
語
の
勺
R
ω
9
の
訳
語
で
あ
る
「
人
格
」
と
い
う
語
は
、
新
た
に
造

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
4
）

ら
れ
た
和
製
漢
語
で
あ
る
。

　
新
し
い
造
語
で
あ
る
「
人
格
」
も
、
α
貫
巳
身
に
充
て
ら
れ
た
「
尊
厳
」
も
、
日
本
に
お
け
る
国
き
辞
の
倫
理
学
説
の
受
容
と
密
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接
に
結
び
つ
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
区
鋤
筥
に
つ
い
て
詳
し
く
紹
介
し
た
最
初
の
も
の
の
確
定
に
つ
い
て
議
論
が
あ
る
よ
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
5
）

で
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
、
明
治
二
〇
年
代
に
は
、
閑
m
旨
哲
学
の
研
究
が
始
ま
っ
て
い
る
。

　
例
え
ば
、
西
田
幾
多
郎
の
一
文
の
な
か
に
、
丙
㊤
暮
の
著
名
な
定
言
命
法
が
当
時
す
で
に
周
知
の
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
す
一

文
が
あ
る
。
西
田
は
、
「
カ
ン
ト
に
従
え
ば
、
物
は
外
よ
り
其
価
値
を
定
め
ら
る
る
の
で
其
価
値
は
相
対
的
で
あ
る
が
、
唯
我
々
の

意
志
は
自
ら
価
値
を
定
む
る
も
の
で
、
即
ち
人
格
は
絶
対
的
価
値
を
有
し
て
居
る
。
氏
の
教
は
誰
も
知
る
如
く
汝
及
び
他
人
の
人
格

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
6
）

を
敬
し
、
目
的
其
者
9
α
3
房
①
罵
と
し
て
取
り
扱
へ
よ
、
決
し
て
手
段
と
し
て
用
う
る
勿
れ
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
」
、
と
述
べ

て
い
る
。

　
金
森
自
身
が
「
普
通
に
申
し
ま
す
意
味
」
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
て
い
た
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
西
田
の
記
述
か
ら
も
明
ら
か

な
よ
う
に
、
絶
対
的
価
値
を
有
す
る
も
の
と
し
て
の
「
人
格
」
と
い
う
観
念
は
、
す
で
に
明
治
時
代
半
ば
以
降
学
問
の
世
界
で
は
知

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
7
）

ら
れ
て
い
た
、
と
い
え
よ
う
。

人問の尊厳論の「原点」と「現点」

皿
　
「
個
人
の
尊
重
」
条
項
解
釈
の
原
点

　
1
　
日
本
国
憲
法
制
定
か
ら
ド
イ
ツ
基
本
法
制
定
ま
で
の
「
個
人
の
尊
重
」
論

　
ド
イ
ツ
基
本
法
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
一
九
四
九
年
五
月
八
日
可
決
、
五
月
二
一
日
英
米
仏
三
国
軍
司
令
官
が
承
認
、
バ
イ
エ
ル

ン
議
会
を
除
く
各
ラ
ン
ト
議
会
に
よ
る
採
択
が
な
さ
れ
た
後
、
五
月
二
一
二
日
に
公
布
さ
れ
、
翌
二
四
日
か
ら
施
行
さ
れ
た
。

　
ド
イ
ツ
基
本
法
の
「
人
間
の
尊
厳
」
条
項
が
制
定
さ
れ
る
以
前
、
日
本
の
憲
法
学
説
は
ご
二
条
の
「
個
人
の
尊
重
」
を
ど
の
よ
う

に
説
明
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
一
九
四
六
年
一
一
月
に
公
刊
さ
れ
た
『
日
本
国
憲
法
　
解
説
と
資
料
』
に
収
録
さ
れ
た
金
森
徳
次
郎
「
新
憲
法
の
精
神
」
に
、
一
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三
条
の
「
個
人
の
尊
重
」
条
項
に
関
す
る
と
思
わ
れ
る
記
述
が
出
て
く
る
。
金
森
は
、
「
お
よ
そ
人
間
が
、
何
を
本
体
と
し
て
生
き

て
い
る
か
と
い
う
こ
と
の
考
え
に
つ
い
て
は
、
哲
学
又
は
政
治
哲
学
の
種
々
の
考
え
方
が
あ
る
け
れ
ど
も
、
個
性
を
尊
重
す
る
と
い

う
こ
と
を
は
な
れ
て
、
正
し
い
い
き
み
ち
は
な
い
と
お
も
う
」
（
同
・
二
一
－
二
二
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
金
森
は
「
個

人
の
尊
重
」
を
、
国
務
大
臣
と
し
て
答
弁
し
た
と
き
の
「
人
格
」
で
は
な
く
、
「
個
性
の
尊
重
」
と
捉
え
て
い
る
。

　
「
個
人
の
尊
重
」
論
と
「
人
間
の
尊
厳
」
論
と
い
う
テ
ー
マ
か
ら
し
て
注
目
さ
れ
る
の
は
、
日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ
る
直
前
の

一
九
四
七
年
四
月
に
公
刊
さ
れ
た
二
冊
の
本
で
あ
る
。
一
つ
は
、
鈴
木
安
蔵
『
明
治
憲
法
と
新
憲
法
』
で
あ
る
。
鈴
木
は
「
個
人
の

尊
重
」
条
項
を
、
「
も
は
や
国
民
は
新
憲
法
に
お
け
る
ご
と
く
『
臣
民
』
で
は
な
く
、
天
皇
に
忠
節
を
尽
く
す
こ
と
が
、
そ
の
至
上

の
道
徳
で
は
な
く
、
実
に
、
個
人
と
し
て
尊
い
存
在
な
の
で
あ
り
、
人
格
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
こ
そ
、
そ
う
し
て
そ
う
し
た
尊
厳

を
も
つ
人
間
と
し
て
の
生
命
自
由
、
幸
福
追
求
の
権
利
こ
そ
、
国
家
の
政
府
、
法
律
に
お
い
て
、
最
も
尊
重
さ
る
べ
き
も
の
な
の
で

あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
（
同
・
一
六
三
頁
）
。
ド
イ
ツ
基
本
法
が
制
定
さ
れ
て
い
な
い
段
階
で
、
鈴
木
は
、
「
個
人
と
し
て
尊
い
存

在
」
、
「
人
格
、
人
間
と
し
て
の
尊
厳
」
と
捉
え
て
い
る
。

　
も
う
一
つ
は
、
蟻
山
政
道
責
任
編
輯
『
新
憲
法
講
座
　
第
二
巻
』
に
収
め
ら
れ
た
宮
沢
俊
義
「
国
民
の
権
利
及
び
義
務
」
で
あ
る
。

宮
沢
に
よ
れ
ば
、
「
個
人
の
尊
重
」
条
項
は
、
「
新
憲
法
の
基
本
原
理
の
一
つ
と
し
て
の
個
人
主
義
を
言
明
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の

意
味
で
第
二
四
条
第
二
項
が
『
個
人
の
尊
厳
』
を
説
い
て
い
る
の
と
趣
旨
を
同
じ
く
す
る
。
全
体
の
名
の
下
に
個
人
を
犠
牲
に
し
て

省
み
な
い
全
体
主
義
的
な
考
え
は
こ
こ
で
は
明
白
に
否
定
さ
れ
て
い
る
。
…
…
国
家
の
た
め
に
個
人
が
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
反
対

に
個
人
の
た
め
に
国
家
が
あ
る
の
で
あ
る
」
（
同
二
三
三
⊥
三
四
頁
）
。
宮
沢
は
、
ド
イ
ツ
基
本
法
一
条
一
項
の
「
人
間
の
尊
厳
」

条
項
の
意
味
と
し
て
語
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
、
国
家
に
対
す
る
個
人
の
優
越
と
い
う
価
値
の
表
明
を
「
個
人
の
尊
重
」
条
項
の
意
味

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
8
）

と
し
て
独
自
に
指
摘
し
て
い
る
。

　
人
格
と
結
び
つ
け
て
説
明
す
る
も
の
と
し
て
、
一
九
四
七
年
四
月
に
公
刊
さ
れ
た
美
濃
部
達
吉
『
新
憲
法
概
論
』
が
あ
る
。
美
濃
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部
は
、
憲
法
一
三
条
が
「
全
体
主
義
を
排
し
て
個
人
主
義
を
取
」
る
こ
と
を
言
明
し
、
そ
し
て
「
個
人
の
尊
重
」
に
関
し
て
は
「
国

家
が
国
民
各
個
人
の
人
格
を
尊
重
」
す
る
こ
と
を
宣
示
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
（
同
・
八
九
頁
）
を
指
摘
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
こ

こ
で
美
濃
部
が
「
人
格
」
と
述
べ
て
い
る
の
は
、
後
に
ド
イ
ツ
基
本
法
一
条
一
項
で
語
ら
れ
る
自
律
－
理
性
と
結
び
つ
く
「
人
格
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
1
9
）

で
は
な
い
。
美
濃
部
は
、
憲
法
ニ
ニ
条
が
宣
言
す
る
「
個
人
的
人
格
権
」
を
「
個
人
と
し
て
の
生
存
の
権
利
」
と
捉
え
て
い
る
。

　
後
に
「
個
人
の
尊
厳
と
人
格
の
尊
厳
と
は
密
接
に
つ
な
が
り
合
う
も
の
で
あ
る
け
れ
ど
、
二
者
の
あ
い
だ
に
は
本
質
的
相
違
が
存

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
0
）

す
る
こ
と
を
否
定
し
え
な
い
と
お
も
う
」
と
区
別
論
を
主
張
す
る
恒
藤
恭
は
、
一
九
四
七
年
九
月
に
公
刊
さ
れ
た
『
新
憲
法
と
民
主

主
義
』
に
お
い
て
、
「
個
人
の
尊
重
」
規
定
に
つ
い
て
「
従
来
わ
が
国
の
政
治
上
な
ら
び
に
法
律
上
に
於
い
て
、
い
か
に
個
人
の
人

格
と
い
う
も
の
が
無
視
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
こ
と
、
又
『
個
人
を
尊
重
す
る
』
と
い
う
事
は
『
反
道
義
的
』
と
い
う
に
等
し
い
と

言
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
想
い
起
し
ま
す
と
き
は
、
い
っ
た
い
之
が
同
じ
日
本
の
国
の
憲
法
だ
ろ
う
か
と
う
た
が
い
た
く
な
る
で
は
あ

り
ま
せ
ん
か
」
（
同
・
二
〇
〇
頁
）
と
述
べ
、
「
個
人
の
尊
重
」
条
項
に
込
め
ら
れ
た
革
新
的
意
義
を
指
摘
し
て
い
る
。

　
「
個
人
の
尊
重
」
条
項
を
人
格
と
の
結
び
つ
き
で
説
明
す
る
も
の
の
な
か
で
も
、
本
稿
の
テ
ー
マ
と
の
関
連
で
興
味
深
い
の
は
、

一
九
四
八
年
に
公
刊
さ
れ
た
田
上
穣
治
『
新
憲
法
概
論
』
で
あ
る
。
田
上
は
、
国
家
の
統
治
目
的
を
説
明
す
る
と
こ
ろ
で
、
「
現
実

の
社
会
現
象
は
絶
え
ず
変
化
す
る
か
ら
、
絶
対
不
変
の
価
値
は
個
人
の
人
格
に
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
（
同
・
六
五
頁
）
と
し
、

「
人
格
の
価
値
を
直
接
に
肯
定
す
る
人
格
主
義
（
震
お
o
轟
房
ヨ
拐
）
の
世
界
観
で
、
自
由
主
義
お
よ
び
民
主
主
義
が
こ
れ
に
属
す

る
」
思
想
を
因
讐
6
を
引
き
合
い
に
出
し
て
述
べ
て
い
る
（
同
・
六
五
－
六
六
頁
）
。
日
本
国
憲
法
が
こ
の
よ
う
な
「
人
格
主
義
を
前

提
と
す
る
」
こ
と
の
根
拠
を
、
「
す
べ
て
国
民
が
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
、
そ
の
基
本
的
人
権
は
不
可
侵
且
つ
永
久
の
権
利
と
し
て

保
障
さ
れ
る
も
の
と
定
め
る
」
（
六
七
頁
、
さ
ら
に
一
〇
八
頁
も
参
照
）
こ
と
に
求
め
て
い
る
。
田
上
は
、
「
人
格
の
価
値
は
自
由
で

あ
」
る
こ
と
も
指
摘
し
て
い
る
。
明
ら
か
に
、
田
上
は
、
「
個
人
の
尊
重
」
条
項
を
囚
餌
筥
哲
学
と
結
び
つ
け
て
理
解
し
て
い
る
と

　
　
（
2
1
）

い
え
よ
う
。
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一
九
四
八
年
に
公
刊
さ
れ
た
法
学
協
会
『
註
解
日
本
国
憲
法
　
上
巻
（
2
）
』
は
、
「
個
人
の
尊
重
」
条
項
を
「
個
人
そ
れ
自
身
の

価
値
」
と
結
び
つ
け
て
把
握
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
「
個
人
が
『
全
体
の
分
肢
』
と
し
て
の
地
位
に
お
い
て
は
じ
め
て
そ
の
価
値

が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
超
個
人
主
義
的
観
念
（
菩
窪
＆
三
α
轟
房
け
誇
富
置
8
δ
讐
。
）
を
排
し
て
、
個
人
そ
れ
自
身
に
価
値
を
認
め
、

個
人
価
値
を
一
切
の
個
人
そ
れ
自
身
に
価
値
を
認
め
、
個
人
価
値
を
一
切
の
国
家
社
会
生
活
の
基
本
と
す
る
趣
意
で
、
い
わ
ゆ
る
個

人
主
義
的
国
家
観
（
ぎ
象
く
こ
轟
房
房
3
Φ
ω
辞
き
け
墨
鳳
㌶
ω
霊
畠
）
の
表
明
で
あ
る
」
（
同
・
三
三
八
頁
）
と
説
明
し
て
い
る
。

　
以
上
が
、
ド
イ
ツ
基
本
法
が
制
定
さ
れ
る
以
前
の
段
階
で
の
、
本
稿
の
テ
ー
マ
の
視
点
か
ら
注
目
さ
れ
る
日
本
国
憲
法
の
解
説
書

や
テ
キ
ス
ト
に
お
け
る
「
個
人
の
尊
重
」
条
項
に
関
す
る
記
述
で
あ
る
。

　
こ
の
分
析
か
ら
、
ド
イ
ツ
基
本
法
の
「
人
間
の
尊
厳
」
条
項
と
か
か
わ
り
な
く
、
そ
も
そ
も
日
本
の
憲
法
学
説
は
「
個
人
の
尊

重
」
条
項
を
、
個
人
の
人
格
の
尊
重
、
個
人
そ
れ
自
身
の
価
値
の
尊
重
と
捉
え
て
い
た
こ
と
が
見
て
と
れ
る
。
最
高
裁
判
所
も
、
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
2
）

九
四
八
年
に
下
し
た
判
決
に
お
い
て
、
憲
法
二
二
条
が
「
個
人
の
尊
厳
と
人
格
の
尊
厳
を
宣
言
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ

る
」
と
判
示
し
て
い
る
。
そ
こ
で
い
う
「
尊
厳
」
、
「
人
格
」
の
意
味
内
容
は
語
ら
れ
て
い
な
い
が
。
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2
　
ド
イ
ツ
基
本
法
制
定
後
の
「
個
人
の
尊
重
」
論

　
一
九
五
〇
年
以
降
に
公
刊
さ
れ
た
憲
法
テ
キ
ス
ト
で
も
、
ド
イ
ツ
基
本
法
の
「
人
間
の
尊
厳
」
に
触
れ
る
こ
と
な
く
、
●
人
格
と
結

び
つ
い
て
「
個
人
の
尊
重
」
条
項
を
説
明
す
る
も
の
が
多
い
。

　
人
格
と
結
び
つ
け
て
説
明
す
る
も
の
と
し
て
、
一
九
五
二
年
に
公
刊
さ
れ
た
清
宮
四
郎
『
憲
法
要
論
』
は
、
「
個
人
の
尊
重
」
条

項
を
「
個
人
主
義
の
世
界
観
の
あ
ら
わ
れ
」
で
あ
り
、
「
個
人
の
存
在
と
価
値
と
を
確
認
し
、
個
人
の
人
格
を
尊
重
す
る
こ
と
」
と

述
べ
て
い
る
（
同
・
六
七
頁
）
。
一
九
五
五
年
に
公
刊
さ
れ
た
佐
藤
功
『
ポ
ケ
ッ
ト
註
釈
全
書
　
憲
法
』
も
、
「
個
人
主
義
原
理
・
個

人
主
義
的
国
家
原
理
の
宣
言
で
あ
る
。
即
ち
近
代
的
民
主
主
義
思
想
の
根
底
た
る
個
人
人
格
の
尊
厳
の
理
念
を
示
し
た
も
の
で
あ
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る
」
（
同
・
一
〇
一
頁
）
と
説
明
し
て
い
る
。

　
一
九
六
一
年
に
公
刊
さ
れ
た
田
畑
忍
『
日
本
国
憲
法
条
義
』
は
、
「
そ
の
個
人
人
格
に
着
眼
し
て
、
国
家
権
力
に
於
て
尊
重
さ
れ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
同
・
一
〇
七
頁
、
一
〇
八
頁
）
と
、
一
九
六
七
年
に
公
刊
さ
れ
た
小
林
直
樹
『
憲
法
講
義
　
上
』
は
、
「
個

人
人
格
の
価
値
を
重
視
し
」
（
同
・
二
六
〇
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

『
註
解
　
日
本
国
憲
法
』
と
同
様
に
、
個
人
が
有
し
て
い
る
「
価
値
」
と
結
び
つ
け
て
「
個
人
の
尊
重
」
を
把
握
す
る
も
の
と
し
て
、

一
九
五
六
年
に
公
刊
さ
れ
た
鵜
飼
信
成
『
憲
法
』
が
あ
る
。
鵜
飼
は
、
『
基
本
権
の
前
提
と
な
る
諸
原
則
』
の
一
つ
と
し
て
、
憲
法

二
二
条
を
位
置
づ
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
「
個
人
の
尊
重
」
条
項
を
「
国
民
が
目
に
見
え
な
い
全
体
の
な
か
に
埋
没
し
て
し
ま
っ
て
、

個
人
と
し
て
の
価
値
を
認
め
ら
れ
な
い
よ
う
に
な
る
こ
と
を
許
さ
な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
」
（
同
・
七
四
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

　
こ
の
時
期
に
ド
イ
ツ
基
本
法
の
「
人
問
の
尊
厳
」
条
項
に
触
れ
つ
つ
「
個
人
の
尊
重
」
条
項
を
説
明
し
た
も
の
と
し
て
注
目
さ
れ

る
の
は
、
一
九
五
五
年
に
公
刊
さ
れ
た
宮
沢
俊
義
『
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
日
本
国
憲
法
』
で
あ
る
。
宮
沢
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
し
て

い
る
（
同
・
一
九
八
－
一
九
九
頁
）
。

①
「
個
人
の
尊
重
」
条
項
は
、
個
人
主
義
の
原
理
を
表
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

②
「
個
人
の
尊
重
」
は
、
二
四
条
二
項
の
「
個
人
の
尊
厳
」
と
同
じ
意
味
に
解
し
て
い
い
。

③
個
人
と
は
、
具
体
的
な
生
き
た
一
人
一
人
の
人
間
を
い
う
。

④
個
人
主
義
は
、
一
方
で
利
己
主
義
に
反
対
し
、
他
方
で
全
体
主
義
を
否
定
す
る
。
そ
れ
は
、
す
べ
て
の
人
間
を
自
主
的
な
人
格
と

　
し
て
平
等
に
尊
重
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

⑤
個
人
主
義
は
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
を
要
請
し
、
そ
こ
か
ら
民
主
主
義
的
諸
原
理
が
派
生
す
る
。

⑥
ド
イ
ツ
基
本
法
の
「
人
間
の
尊
厳
」
条
項
と
日
本
国
憲
法
の
「
個
人
の
尊
重
」
条
項
は
、
同
じ
趣
旨
で
あ
る
。

⑦
個
人
主
義
は
、
「
家
」
制
度
の
廃
止
を
要
請
す
る
。
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一
九
五
九
年
に
公
刊
さ
れ
た
宮
沢
俊
義
『
憲
法
H
』
で
も
、
両
者
は
「
同
じ
趣
旨
で
あ
ろ
う
」

明
さ
れ
て
い
る
。

　
宮
沢
の
注
釈
に
よ
っ
て
、
「
個
人
の
尊
重
」
条
項
と
「
人
間
の
尊
厳
」
条
項
と
の
同
旨
説
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
3
）

的
見
解
と
し
て
形
成
さ
れ
て
い
っ
た
、
と
い
っ
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

（
同
・
二
一
〇
1
一
二
一
頁
）
と
説

日
本
の
憲
法
学
説
に
お
け
る
通
説

　
3
　
田
口
精
一
「
ボ
ン
基
本
法
に
お
け
る
人
間
の
尊
厳
に
つ
い
て
」

　
憲
法
学
に
お
け
る
最
初
の
、
ド
イ
ツ
基
本
法
の
「
人
間
の
尊
厳
」
条
項
に
関
す
る
本
格
的
な
研
究
論
文
は
、
一
九
六
〇
年
に
公
表

さ
れ
た
田
口
精
一
「
ボ
ン
基
本
法
に
お
け
る
人
間
の
尊
厳
に
つ
い
て
」
（
法
学
研
究
三
一
二
巻
一
二
号
一
六
七
頁
）
で
あ
る
。
田
口
が
ド

イ
ツ
の
「
人
間
の
尊
厳
」
論
を
研
究
対
象
に
選
ん
だ
の
は
、
「
人
問
の
尊
厳
と
い
い
個
人
の
尊
重
と
い
い
両
憲
法
の
文
言
の
類
似
し

て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
く
、
憲
法
の
思
想
的
な
基
盤
特
に
個
人
主
義
自
由
主
義
の
現
代
的
な
発
展
に
お
い
て
、
ボ
ン
基
本
法

に
は
日
本
国
憲
法
と
多
く
の
共
通
し
た
要
素
が
認
め
ら
れ
る
」
の
で
、
日
本
国
憲
法
に
お
け
る
基
本
的
人
権
と
公
共
の
福
祉
の
関
係

を
め
ぐ
る
「
問
題
の
解
決
の
た
め
に
、
一
つ
の
指
針
を
提
供
す
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
」
（
同
・
一
七
〇
頁
）
と
考
え
た
か
ら
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
4
）

そ
し
て
、
田
口
も
、
「
個
人
の
尊
重
」
条
項
と
「
人
間
の
尊
厳
」
条
項
が
同
旨
の
も
の
と
捉
え
て
い
た
。

　
田
口
は
、
ド
イ
ツ
基
本
法
一
条
一
項
第
一
段
と
同
二
項
は
、
「
日
本
国
憲
法
と
そ
の
主
旨
に
お
い
て
同
じ
で
あ
る
こ
と
は
明
白
で

あ
る
」
（
同
・
一
七
二
頁
）
と
、
両
者
の
そ
の
主
旨
に
お
け
る
同
一
性
を
肯
定
す
る
。
そ
の
う
え
で
、
具
体
的
内
容
に
関
す
る
両
者
の

関
係
を
見
る
た
め
に
、
田
口
は
、
「
人
間
の
尊
厳
」
条
項
の
成
立
過
程
、
そ
れ
が
基
本
権
を
も
保
障
す
る
か
、
と
い
う
問
題
を
め
ぐ

る
学
説
・
判
例
、
「
人
間
の
尊
厳
」
の
観
念
、
基
本
法
の
人
間
像
、
「
人
間
の
尊
厳
」
の
侵
害
と
客
体
定
式
、
「
人
間
の
尊
厳
」
と
生

存
保
障
の
関
係
、
「
人
間
の
尊
厳
」
に
関
す
る
請
求
権
の
内
容
に
つ
い
て
、
基
本
法
の
初
期
の
学
説
・
判
例
を
紹
介
す
る
。
そ
し
て
、

「
結
語
」
に
お
い
て
、
田
口
は
、
「
人
問
の
尊
厳
の
尊
重
保
障
は
、
公
共
の
福
祉
の
維
持
増
進
と
相
通
ず
る
も
の
で
あ
り
、
本
来
両
者
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の
要
求
は
、
衝
突
す
る
も
の
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
…
…
現
代
的
な
人
間
の
尊
厳
観
に
も
と
づ
く
、
人
間
性
の
尊
重
保
証
の
要
求
は
、

国
家
と
対
立
す
る
こ
と
で
は
な
く
て
、
い
か
に
国
家
を
、
人
間
自
身
が
人
間
自
身
の
尊
厳
の
た
め
に
創
造
す
る
か
と
い
う
こ
と
に
向

け
ら
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
同
・
二
〇
〇
⊥
一
〇
一
頁
）
と
述
べ
て
、
そ
の
論
文
を
閉
じ
て
い
る
。

　
本
稿
の
テ
ー
マ
は
、
「
人
間
の
尊
厳
」
の
観
念
、
基
本
法
（
憲
法
）
に
お
け
る
人
間
像
で
あ
る
の
で
、
そ
れ
に
関
し
て
田
口
が
正

確
に
紹
介
す
る
当
時
の
ド
イ
ツ
の
学
説
・
判
例
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

「
人
間
の
尊
厳
と
は
一
つ
の
価
値
概
念
で
あ
っ
て
、
人
間
の
人
格
の
内
容
を
形
成
す
る
も
の
で
あ
る
」
が
、
そ
れ
が
「
憲
法
上
最
大

限
の
保
障
を
要
求
さ
れ
る
理
由
は
、
人
間
の
…
…
精
神
的
な
価
値
に
対
す
る
畏
敬
に
あ
る
」
。
「
ボ
ン
基
本
法
に
お
け
る
人
間
の
尊
厳

の
価
値
は
、
あ
く
ま
で
も
人
間
共
同
社
会
の
生
活
の
現
実
の
中
に
存
在
す
る
具
体
的
な
人
間
を
、
そ
の
主
体
と
し
て
考
え
ら
れ
る
も

の
で
あ
る
」
（
同
・
一
八
一
頁
）
、
「
尊
厳
の
価
値
の
主
体
で
あ
る
人
間
は
、
共
同
社
会
の
生
活
関
係
の
中
に
あ
る
生
き
た
人
間
で
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
し
か
も
そ
れ
は
、
…
…
人
間
の
本
質
で
あ
る
知
性
良
心
責
任
感
等
の
精
神
的
な
作
用
を
も
っ
て
、
自
ら
の
意
思
の

自
由
の
う
ち
に
自
己
を
決
定
し
形
成
し
、
自
己
を
取
り
巻
く
環
境
の
中
で
自
ら
を
完
成
す
る
人
格
の
主
体
と
し
て
の
人
間
を
い
う
の

で
あ
る
」
。
そ
し
て
、
「
そ
の
個
性
を
人
間
の
本
質
に
適
合
す
る
よ
う
に
教
育
し
、
之
を
発
展
せ
し
め
、
又
之
を
利
用
す
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
人
間
の
人
格
的
特
性
を
各
人
の
生
活
の
内
外
に
お
い
て
実
現
す
べ
き
努
力
を
墨
す
こ
と
に
よ
り
、
初
め
て
人
格
の
価
値
を
獲

得
し
う
る
の
で
あ
る
」
（
同
・
一
八
二
頁
）
。
こ
こ
で
は
、
現
実
に
生
活
す
る
具
体
的
個
人
の
尊
厳
が
語
ら
れ
、
人
格
の
価
値
を
獲
得

す
る
た
め
に
努
力
の
必
要
な
こ
と
が
語
ら
れ
る
。

　
田
口
は
、
続
い
て
、
必
ず
し
も
「
自
ら
の
意
思
の
自
由
の
う
ち
に
自
己
を
決
定
し
形
成
し
、
自
己
を
取
り
巻
く
環
境
の
中
で
自
ら

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
5
）

を
完
成
す
る
人
格
の
主
体
と
し
て
の
人
間
」
と
は
言
い
切
れ
な
い
乳
幼
児
、
さ
ら
に
は
「
生
活
の
現
実
の
中
に
存
在
す
る
具
体
的
」

存
在
と
は
い
え
な
い
胎
児
や
死
者
の
「
尊
厳
」
を
肯
定
す
る
文
脈
で
、
「
ボ
ン
基
本
法
に
宣
言
さ
れ
た
人
間
の
尊
厳
に
関
す
る
法
益

は
、
具
体
的
な
生
存
者
に
つ
い
て
だ
け
に
限
定
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、
…
…
広
く
人
間
性
一
般
に
つ
い
て
も
其
の
成
立
の
可
能
性
が
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認
め
ら
れ
る
と
解
せ
ら
れ
て
い
る
」
（
同
・
一
八
三
頁
）
、
と
述
べ
る
。

　
乳
幼
児
、
未
成
年
者
、
精
神
病
者
、
犯
罪
人
、
売
春
婦
等
も
人
間
の
尊
厳
の
享
有
主
体
で
あ
り
、
さ
ら
に
胎
児
や
死
者
に
つ
い
て

も
「
人
間
の
尊
厳
の
尊
重
の
観
点
か
ら
考
慮
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
同
・
一
八
三
頁
）
と
す
る
の
は
、
確
か
に
ド
イ
ツ
に
お
け

る
支
配
的
見
解
で
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
は
、
ド
イ
ツ
の
支
配
的
見
解
も
見
落
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
重
要
な

問
題
が
存
在
し
て
い
る
。

　
田
口
が
「
人
間
性
」
と
訳
し
た
ド
イ
ツ
語
は
、
家
①
霧
魯
訂
評
で
あ
る
。
ド
イ
ツ
の
支
配
的
見
解
は
、
確
か
に
、
冨
①
参
魯
訂
津

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
6
）

の
ゆ
え
に
人
間
の
尊
厳
が
認
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
、
と
す
る
。
し
か
し
、
匡
窪
ω
魯
箒
淳
に
は
、
2
つ
の
意
味
が
含
ま
れ
て
い
る

こ
と
に
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。
そ
の
こ
と
は
、
何
よ
り
も
、
≦
欝
号
α
震
匡
窪
ω
魯
誇
津
に
つ
い
て
語
っ
た
因
鋤
旨
の
倫
理
学

に
お
い
て
注
意
が
必
要
で
あ
る
。
区
四
導
は
冨
Φ
霧
魯
窪
冨
津
と
い
う
語
を
、
』
面
に
「
『
人
た
る
こ
と
』
す
な
わ
ち
人
と
し
て
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
7
）

本
質
を
意
味
し
つ
つ
、
他
面
に
『
人
た
る
者
』
す
な
わ
ち
人
類
を
意
味
す
る
」
も
の
と
し
て
用
い
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
前
者
に

関
し
て
は
「
人
間
性
」
と
い
う
訳
語
が
、
後
者
に
は
「
人
類
性
」
と
い
う
訳
語
を
与
え
る
こ
と
が
適
切
で
あ
ろ
う
。
ド
イ
ツ
の
支
配

的
見
解
が
「
人
類
性
」
を
根
拠
と
す
る
人
附
の
尊
厳
論
に
立
た
な
い
こ
と
は
、
明
ら
か
で
あ
る
。
田
口
が
、
「
尊
厳
と
は
固
有
の
価

値
で
あ
り
、
本
質
の
独
自
性
を
表
し
、
す
べ
て
の
秩
序
の
中
心
と
さ
れ
る
べ
き
人
間
の
本
質
及
び
本
性
そ
の
も
の
を
意
味
す
る
」
と

述
べ
る
Z
6
冨
巳
亀
を
引
用
し
て
い
る
（
同
・
一
八
二
－
一
八
三
頁
）
こ
と
か
ら
す
る
と
、
田
口
も
冨
窪
ω
魯
冨
律
を
「
人
類
性
」

を
意
味
す
る
も
の
と
捉
え
て
い
な
い
こ
と
は
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
、
ゑ
辞
号
α
R
題
窪
ω
魯
9
冨
淳
論
に
は
二
つ
の
問
題

が
あ
る
。
一
つ
は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
ド
イ
ツ
に
お
け
る
人
間
の
尊
厳
論
の
「
現
点
」
で
の
議
論
に
も
か
か
わ
る
の
で
あ
る
が
、

言
9
ω
魯
箒
律
（
「
人
類
性
」
）
を
基
礎
と
す
る
「
種
の
尊
厳
」
論
と
「
人
格
」
を
基
礎
と
す
る
人
問
の
尊
厳
論
と
の
対
立
で
あ
る
。

他
の
一
つ
は
、
人
間
の
尊
厳
論
の
「
原
点
」
以
来
内
包
さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
問
題
で
あ
る
が
、
人
間
の
本
質
を
意
味
す
る

匡
窪
ω
魯
箒
詳
（
「
人
問
性
」
）
を
基
礎
と
す
る
人
間
の
尊
厳
論
と
、
「
具
体
的
な
人
間
」
の
「
人
格
」
を
根
拠
と
す
る
尊
厳
論
と
の
問
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（
2
8
）

に
あ
る
相
違
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
基
本
法
一
条
一
項
の
背
景
に
国
餌
日
哲
学
が
存
在
す
る
と
い
わ
れ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

凶
餌
筥
が
説
く
「
人
間
性
の
尊
厳
」
論
と
ド
イ
ツ
の
支
配
的
見
解
が
説
く
「
人
間
の
尊
厳
」
論
の
異
同
を
間
う
必
要
が
あ
る
。

人間の尊厳論の「原点」と「現点」

　
4
　
「
個
人
の
尊
重
」
論
の
展
開

「
人
問
の
尊
厳
」
・
「
個
人
の
尊
重
」
同
旨
説
を
批
判
す
る
ヨ
ン
パ
ル
ト
の
問
題
提
起
を
受
け
て
、
そ
の
後
展
開
さ
れ
て
い
る
「
個
人

の
尊
重
」
論
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
は
、
二
人
の
見
解
を
取
り
上
げ
た
い
。
一
つ
は
、
阪
本
昌
成
の
、
ヨ
ン
パ
ル
ト
と
は
異
な
る
「
個

人
の
尊
重
」
・
「
人
間
の
尊
厳
」
峻
別
論
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
「
個
人
性
な
い
し
個
人
は
『
尊
厳
』
の
語
と
は
必
ず
し
も
ス
ム
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
2
9
）

ス
に
結
び
つ
か
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
」
と
ヨ
ン
パ
ル
ト
の
間
題
提
起
を
正
面
か
ら
受
け
止
め
た
う
え
で
、
「
個
人
の
尊
重
」
目
「
人

格
の
尊
厳
」
説
を
主
張
す
る
佐
藤
幸
治
の
見
解
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
0
）

　
阪
本
は
、
そ
も
そ
も
、
人
権
を
支
え
る
の
は
「
『
あ
り
の
ま
ま
の
人
間
』
の
特
性
」
で
あ
る
と
捉
え
る
。
そ
し
て
、
阪
本
は
、
日

本
国
憲
法
の
「
個
人
の
尊
重
」
H
「
個
人
個
人
の
属
性
の
個
別
・
多
様
性
に
配
慮
さ
れ
る
こ
と
」
、
ド
イ
ツ
基
本
法
の
「
人
間
の
尊

厳
」
“
「
人
間
存
在
の
共
通
性
を
強
調
し
た
概
念
で
あ
る
」
と
峻
別
し
た
う
え
で
、
「
人
間
存
在
の
価
値
は
、
個
別
性
に
あ
る
」
と

　
　
（
31）

主
張
す
る
。

　
佐
藤
は
、
阪
本
の
見
解
を
、
「
個
別
・
多
様
性
へ
の
配
慮
の
必
要
を
強
調
す
る
点
に
は
共
感
す
る
」
と
し
つ
つ
も
、
「
人
間
存
在
の

共
通
性
の
面
を
全
く
拒
否
し
て
い
か
に
『
基
本
的
人
権
』
と
い
う
価
値
的
規
範
概
念
を
導
き
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
か
の
疑
問
が

（
32
）

残
る
」
と
批
判
す
る
。
そ
し
て
、
佐
藤
は
、
「
そ
も
そ
も
『
人
格
』
と
は
何
で
あ
る
か
」
を
探
り
つ
つ
、
「
『
個
人
の
尊
重
』
と
は
厳

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
3
）

密
に
は
『
人
格
の
尊
厳
』
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
と
結
論
づ
け
る
。
次
に
、
「
人
格
の
尊
厳
」
を
意
味
す
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
日
本

国
憲
法
一
三
条
が
「
個
人
と
し
て
尊
重
さ
れ
る
」
と
表
現
し
て
い
る
こ
と
に
は
、
「
ア
メ
リ
カ
的
な
個
人
主
義
の
伝
統
と
、
と
も
す

れ
ば
画
一
化
に
傾
斜
し
が
ち
な
中
で
、
い
か
に
し
て
個
々
人
の
も
つ
個
性
や
具
体
的
な
生
き
方
を
尊
重
し
保
護
し
て
行
く
か
と
い
う
、
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（
3
4
）

現
代
国
家
社
会
に
つ
い
て
の
問
題
意
識
、
が
反
映
さ
れ
て
い
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
あ
る
ま
い
か
」
と
指
摘
す
る
。
そ
し

て
、
憲
法
の
人
権
「
保
障
の
具
体
的
な
あ
り
方
に
つ
い
て
の
理
解
に
微
妙
に
影
響
し
て
く
る
か
も
し
れ
な
い
問
題
で
あ
る
よ
う
に
思

　
（
35）

わ
れ
る
」
個
人
主
義
と
ド
イ
ツ
基
本
法
で
い
わ
れ
る
「
人
格
主
義
」
の
違
い
に
そ
の
議
論
を
進
め
る
。
佐
藤
に
よ
れ
ば
、
「
『
個
人
主

義
』
の
原
型
は
、
あ
く
ま
で
も
個
人
を
国
家
や
社
会
の
出
発
点
と
成
し
、
個
人
を
社
会
な
い
し
集
団
と
の
緊
張
関
係
の
中
で
捉
え
、

沿
う
よ
う
な
個
人
に
奉
仕
す
べ
き
も
の
と
し
て
国
家
を
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
『
人
格
主
義
』
は
、
全
体
主
義
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
36
）

拒
否
し
つ
つ
も
、
社
会
な
い
し
集
団
と
の
有
機
的
な
結
び
つ
き
に
お
い
て
個
人
を
捉
え
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
」
と
区
別
さ

れ
る
。
そ
し
て
、
佐
藤
は
、
憲
法
二
二
「
条
前
段
に
特
に
『
個
人
の
尊
重
』
が
う
た
わ
れ
て
い
る
の
は
、
日
本
国
憲
法
の
人
権
保
障

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
7
）

体
系
が
基
本
的
に
は
か
か
る
『
個
人
主
義
』
の
原
則
に
よ
っ
て
い
る
こ
と
を
示
す
も
の
と
い
え
よ
う
」
と
帰
結
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
3
8
）

　
私
見
は
、
す
で
に
別
稿
で
述
べ
て
い
る
が
、
阪
本
説
と
佐
藤
説
に
関
連
し
て
、
再
度
ポ
イ
ン
ト
の
み
を
記
し
て
お
き
た
い
。

　
人
間
の
問
題
を
考
察
す
る
と
き
、
人
間
の
道
徳
・
理
性
的
要
素
を
否
定
し
去
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、
西
欧
近

代
の
法
思
想
に
お
い
て
理
性
が
鍵
概
念
で
あ
る
こ
と
も
、
理
性
的
人
間
像
を
前
提
と
し
て
法
制
度
が
構
築
さ
れ
て
い
る
こ
と
も
、
認

識
し
て
い
る
。
憲
法
一
三
条
前
段
の
「
『
個
人
』
を
人
格
と
結
び
付
け
て
解
釈
す
る
こ
と
が
誤
り
で
あ
る
と
も
、
不
当
で
あ
る
と
も

　
　
　
（
3
9
）

思
わ
れ
な
い
」
こ
と
、
そ
し
て
「
個
人
主
義
」
と
ド
イ
ツ
基
本
法
の
人
間
像
の
文
脈
で
語
ら
れ
る
「
人
格
主
義
」
と
が
異
な
る
内
容

　
　
　
（
4
0
）

を
も
つ
こ
と
も
、
明
ら
か
で
あ
る
。
私
見
は
、
人
間
を
理
性
の
み
で
把
握
す
る
こ
と
に
疑
問
を
抱
く
も
の
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
、

主
と
し
て
二
つ
あ
る
。
一
つ
は
、
理
性
の
み
で
人
間
を
捉
え
る
こ
と
の
理
論
的
問
題
性
で
あ
り
、
そ
し
て
人
権
保
障
の
点
で
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
1
）

性
で
あ
る
。
そ
の
問
題
性
は
、
理
性
的
人
間
像
を
究
極
ま
で
突
き
詰
め
た
パ
ー
ソ
ン
論
が
明
瞭
に
顕
在
化
さ
せ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

も
う
一
つ
の
理
由
は
、
私
自
身
の
「
実
感
」
で
あ
る
。
人
間
は
理
性
だ
け
で
捉
え
ら
れ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
あ
り
、
そ
し
て
現
実

の
人
間
に
お
け
る
理
性
の
「
あ
や
ふ
や
」
さ
を
痛
感
さ
せ
ら
れ
る
多
く
の
実
体
験
で
あ
る
。
そ
れ
ら
の
実
体
験
は
、
内
餌
旨
自
ら
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
42
）

現
実
的
存
在
と
し
て
の
人
間
の
「
傾
向
性
」
を
指
摘
し
て
い
る
と
こ
ろ
と
結
び
つ
く
。
「
人
格
」
は
、
理
性
だ
け
で
捉
え
ら
れ
る
も

204



の
で
は
な
く
、
そ
の
人
の
「
人
と
な
り
」
を
示
す
す
べ
て
の
要
素
を
含
む
も
の
と
し
て
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

こ
の
よ
う
な
人
間
観
か
ら
、
人
権
は
、
国
m
旨
が
描
く
よ
う
な
自
律
的
な
「
強
い
人
間
」
で
は
な
く
、
様
々
な
「
傾
向
性
」

た
、
「
弱
い
人
間
」
で
あ
る
か
ら
こ
そ
必
要
な
も
の
な
の
で
あ
る
、
と
思
わ
れ
る
。

そ
し
て
、

を
持
っ

人間の尊厳論の「原点」と「現点」

　
　
　
　
　
　
　
　
W
　
人
問
の
尊
厳
論
の
「
現
点
」

　
1
　
「
人
間
の
尊
厳
は
不
可
侵
で
あ
っ
た
」

　
人
間
の
尊
厳
論
の
「
現
点
」
の
一
つ
の
状
況
を
示
す
象
徴
的
な
論
文
は
、
国
旨
の
↑
薫
9
齢
き
鵬
国
α
良
窪
ま
巳
が
二
〇
〇
三
年
九

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
3
）

月
三
日
の
零
き
ζ
仁
昌
段
≧
飼
o
日
o
冒
o
N
①
一
9
昌
鵬
に
寄
せ
た
論
稿
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
田
口
も
参
照
し
て
い
た
、
一
九
五
八
年
に

公
刊
さ
れ
た
ド
イ
ツ
基
本
法
の
著
名
で
、
名
声
の
高
い
竃
翌
自
＼
U
償
ユ
鵬
の
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
一
条
の
、
二
〇
〇
三
年
版
で
の
担

当
者
の
交
代
と
そ
の
新
し
い
註
釈
に
つ
い
て
論
じ
た
も
の
で
あ
る
。
U
母
貫
が
担
当
し
た
基
本
法
一
条
お
よ
び
二
条
の
註
釈
は
、
一

九
六
六
年
に
彼
が
死
亡
し
た
後
も
、
一
九
五
八
年
の
U
鐸
蒔
に
よ
る
も
の
が
そ
の
ま
ま
使
わ
れ
て
い
た
。
し
か
し
、
二
〇
〇
一
年

版
で
二
条
一
項
の
註
釈
が
d
a
9
国
昏
δ
の
も
の
に
、
そ
し
て
二
〇
〇
三
年
版
で
一
条
一
項
の
註
釈
が
窯
讐
夢
壁
ω
＝
R
α
畠
窪

も
の
に
替
え
ら
れ
た
。
頃
R
α
β
窪
は
、
人
間
の
生
命
の
発
展
段
階
に
応
じ
て
強
さ
の
変
化
す
る
、
尊
厳
保
護
の
プ
ロ
セ
ス
的
考
察

　
　
　
　
（
44
）

を
主
張
す
る
。
こ
の
よ
う
な
尊
厳
の
段
階
的
保
護
説
は
、
尊
厳
保
護
の
有
無
（
○
σ
）
の
問
題
を
回
避
し
、
尊
厳
保
護
の
方
法

（
≦
◎
の
問
題
に
広
い
柔
軟
性
を
も
っ
て
対
処
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
団
α
簿
窪
ま
巳
①
は
、
こ
の
段
階
的
保
護
説
が
結
局
は
人
間
の
尊
厳
の
絶
対
的
必
要
性
の
相
対
化
へ
導
く
と
指
摘
し
、
こ
の
新
し

い
註
釈
に
基
本
法
一
条
一
項
を
め
ぐ
る
伝
統
的
な
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
か
ら
の
自
覚
的
な
別
離
の
告
示
を
、
新
時
代
へ
の
移
り
変
わ
り
を

読
み
取
る
。
周
知
の
よ
う
に
、
U
驚
貫
に
代
表
さ
れ
る
基
本
法
一
条
一
項
に
関
す
る
伝
統
的
な
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
は
、
ど
の
よ
う
な
個
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別
的
基
本
権
と
も
比
較
衡
量
す
る
こ
と
は
で
き
ず
、
あ
ら
ゆ
る
侵
害
が
必
然
的
に
意
見
と
な
る
人
間
の
尊
厳
の
絶
対
的
保
障
を
語
っ

　
（
4
5
）

て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
が
、
ω
α
良
窪
ま
巳
Φ
が
自
ら
の
論
稿
に
刺
激
的
な
タ
イ
ト
ル
（
冒
。
≦
緋
8
号
ω
竃
窪
ω
魯
窪
ミ
ミ

§
窪
蜜
ω
9
弩
）
を
つ
け
た
由
縁
で
あ
る
。

　
2
　
「
種
の
尊
厳
」
論

　
人
間
の
尊
厳
の
段
階
的
保
護
説
の
背
景
に
は
、
人
間
の
生
命
科
学
の
驚
異
的
な
進
展
が
も
た
ら
し
た
問
題
へ
の
対
処
が
あ
る
。
こ

の
新
し
い
問
題
に
直
面
し
て
、
尊
厳
の
段
階
的
保
護
説
よ
り
以
上
に
根
本
的
に
伝
統
的
デ
ィ
ス
コ
ー
ス
に
お
け
る
人
間
の
尊
厳
論
と

対
立
す
る
の
が
、
「
種
の
尊
厳
」
論
で
あ
る
。

　
第
二
次
堕
胎
判
決
以
前
の
一
九
九
二
年
に
下
さ
れ
た
決
定
に
お
い
て
、
連
邦
憲
法
裁
判
所
が
「
種
と
し
て
の
人
間
の
尊
厳
」
を
挙

げ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
そ
れ
は
、
残
虐
な
暴
力
描
写
の
あ
る
ビ
デ
オ
カ
セ
ッ
ト
『
悪
魔
の
舞
踏
』
の
没
収
決
定
に
対
す
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
6
）

憲
法
異
議
に
関
す
る
連
邦
憲
法
裁
判
所
第
一
法
廷
決
定
で
あ
る
。

「
種
と
し
て
の
人
問
の
尊
厳
」
と
い
う
表
現
は
、
ド
イ
ツ
刑
法
二
二
一
条
一
項
四
号
の
「
人
間
の
尊
厳
を
侵
害
す
る
態
様
で
」
と
い

う
文
言
の
合
憲
的
解
釈
を
行
う
文
脈
で
出
て
く
る
。
本
決
定
は
、
人
間
の
尊
厳
と
い
う
概
念
は
「
人
間
の
社
会
的
な
価
値
及
び
尊
重

を
請
求
す
る
権
利
と
結
び
付
け
ら
れ
、
そ
れ
は
人
間
を
国
家
の
単
な
る
客
体
と
し
、
あ
る
い
は
そ
の
主
体
性
を
原
理
的
に
脅
か
す
取

扱
い
に
さ
ら
す
こ
と
を
禁
じ
る
。
か
か
る
意
味
の
人
間
の
尊
厳
は
、
具
体
的
な
人
間
の
個
別
的
尊
厳
の
み
な
ら
ず
、
種
と
し
て
の
人

　
　
　
　
　
　
（
4
7
）

問
の
尊
厳
で
も
あ
る
」
、
と
述
べ
て
い
る
。

　
た
だ
、
本
決
定
で
は
、
「
具
体
的
な
人
間
の
尊
厳
」
と
「
種
と
し
て
の
人
聞
の
尊
厳
」
の
関
係
に
つ
い
て
は
何
も
語
ら
れ
て
い
な

い
。
「
具
体
的
な
人
間
の
尊
厳
」
と
「
種
と
し
て
の
人
問
の
尊
厳
」
を
併
記
す
る
本
決
定
か
ら
は
、
両
者
が
矛
盾
を
抱
え
る
内
容
で

あ
る
こ
と
へ
の
問
題
意
識
を
窺
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
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「
種
の
尊
厳
」
（
O
象
ε
お
鴇
葺
号
）
論
を
明
確
に
主
張
し
た
の
は
二
〇
〇
二
年
五
月
、
ド
イ
ツ
連
邦
議
会
「
現
代
医
療
の
法
と
倫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
8
）

理
」
審
議
会
が
提
出
し
た
最
終
報
告
書
で
あ
る
。
本
報
告
書
は
、
「
人
間
の
尊
厳
が
人
類
と
し
て
の
人
間
に
帰
属
し
、
そ
れ
以
外
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
4
9
）

ど
の
よ
う
な
特
性
に
も
依
存
し
な
い
と
い
う
人
問
の
尊
厳
の
規
範
的
要
請
」
に
、
す
な
わ
ち
、
「
人
間
を
そ
の
知
性
に
還
元
し
な
い

　
　
　
　
　
（
5
0
）

包
括
的
な
人
間
観
」
に
基
づ
い
て
い
る
。
「
種
の
尊
厳
」
論
に
よ
れ
ば
、
「
自
己
決
定
能
力
を
問
う
こ
と
も
な
く
、
潜
在
的
可
能
性
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
1
）

で
擬
制
す
る
必
要
も
な
く
、
胚
も
受
精
卵
も
『
尊
厳
』
を
有
す
る
も
の
と
し
て
保
護
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
」
。
こ
の
よ
う
な
「
種
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
52
）

尊
厳
」
論
を
基
礎
づ
け
る
も
の
と
し
て
最
終
報
告
書
が
採
っ
た
の
は
、
囚
蝉
旨
の
≦
費
号
α
R
竃
窪
ω
魯
冨
津
論
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
3
）

　
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
す
で
に
倫
理
学
上
の
議
論
に
お
い
て
広
く
行
わ
れ
て
き
て
い
る
。
近
時
、
憲
法
学
説

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
54
）

で
も
、
「
種
の
尊
厳
」
論
が
主
張
さ
れ
始
め
て
い
る
。
も
は
や
「
種
の
尊
厳
」
論
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
詳
細
に
論
ず
る
紙
幅
は

な
い
の
で
、
本
稿
で
は
概
略
の
み
を
示
し
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
5
）

　
「
種
の
尊
厳
」
論
は
、
三
窪
ω
魯
竃
津
を
間
題
に
す
る
。
蜜
窪
ω
9
冨
詫
は
、
こ
こ
で
は
人
類
性
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、

人
類
と
し
て
の
生
命
の
萌
芽
で
あ
る
受
精
卵
も
胚
も
、
「
尊
厳
」
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。
例
え
ば
、
「
人
間
の
ゲ
ノ
ム
の
不
可
侵

性
」
が
「
人
間
の
尊
厳
の
不
可
欠
の
構
成
要
素
」
で
あ
り
、
そ
し
て
「
生
殖
ク
ロ
ー
ン
に
よ
る
新
し
い
遺
伝
上
の
結
合
の
偶
然
刻
印

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
6
）

さ
れ
た
生
命
の
阻
止
は
、
…
…
人
間
の
性
に
当
然
に
与
え
ら
れ
る
尊
厳
の
軽
蔑
（
屋
ω
鐙
魯
ε
お
）
」
を
意
味
す
る
、
と
主
張
す
る
。

ま
た
、
教
義
学
的
に
は
、
ド
イ
ツ
基
本
法
一
条
一
項
の
「
人
間
の
尊
厳
」
条
項
が
基
本
権
と
し
て
で
は
な
く
、
客
観
的
な
基
本
原
理

を
定
め
た
も
の
と
把
握
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
7
）

　
し
か
し
、
従
来
の
支
配
的
見
解
・
判
例
と
は
、
概
念
上
、
基
本
的
に
対
立
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
「
種
の
尊
厳
」
論
へ
の
反
対
論

も
強
い
。
な
ぜ
な
ら
、
通
説
・
判
例
は
、
周
知
の
よ
う
に
、
人
格
－
理
性
ー
自
律
に
基
づ
く
「
人
間
の
尊
厳
」
論
で
あ
り
、
そ
こ
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
5
8
）

は
具
体
的
な
人
間
の
「
尊
厳
」
の
具
体
的
な
保
護
が
考
え
ら
れ
て
い
た
。
＝
自
蓉
U
お
一
R
は
、
「
種
の
尊
厳
」
論
が
と
り
わ
け
困
難

な
生
命
倫
理
問
題
へ
の
応
答
に
と
っ
て
意
義
を
有
す
る
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
そ
れ
が
説
得
力
の
あ
る
根
拠
に
欠
け
て
い
る
と
批
判
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（
5
9
）

す
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
O
お
一
R
は
、
次
の
よ
う
な
点
を
挙
げ
て
い
る
。

「
種
の
尊
厳
」
論
は
、
「
人
間
の
尊
厳
」
条
項
の
規
範
テ
キ
ス
ト
や
規
範
の
由
来
に
依
拠
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
「
種
の
尊
厳
」
論

で
は
、
個
々
の
人
間
の
尊
厳
へ
の
侵
害
を
認
識
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
「
種
の
尊
厳
」
論
で
は
、
人
間
の
尊
厳
を
尊
重
し
、
保
護

す
る
の
で
は
な
く
、
分
子
構
造
の
尊
厳
を
尊
重
し
、
保
護
す
る
こ
と
に
な
る
。
基
本
法
一
条
一
項
が
「
種
の
尊
厳
」
を
保
護
す
る
こ

と
に
な
る
と
、
基
本
法
一
条
一
項
が
基
本
法
七
九
条
三
項
の
永
久
条
項
と
結
び
つ
い
て
憲
法
改
正
の
限
界
と
い
う
憲
法
保
障
を
得
て

い
る
だ
け
に
、
「
種
の
尊
厳
」
が
不
可
避
的
に
修
辞
学
上
の
全
能
の
武
器
に
な
る
危
険
が
あ
る
。
「
種
の
尊
厳
」
論
は
、
法
律
学
に
お

け
る
議
論
の
合
理
性
と
跡
づ
け
可
能
性
（
乞
碧
穿
○
一
巨
魯
富
詩
簿
）
に
欠
け
る
。

208

V
　
結
び
に

「
種
の
尊
厳
」
論
に
対
す
る
U
お
一
震
の
批
判
は
、
支
配
的
見
解
の
立
場
か
ら
す
る
、
あ
る
意
味
当
然
の
批
判
で
あ
る
よ
う
に
思
わ

れ
る
。
し
か
し
、
他
方
で
、
支
配
的
見
解
に
も
問
題
が
あ
る
。
絶
対
的
に
保
障
さ
れ
る
人
間
の
尊
厳
へ
の
侵
害
の
判
定
規
準
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
0
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
61
）

用
い
ら
れ
て
い
る
「
客
体
定
式
」
は
、
抽
象
度
の
高
い
規
準
で
あ
る
。
U
這
R
も
批
判
し
て
い
る
よ
う
に
、
そ
の
規
準
を
具
体
化

す
る
内
容
次
第
で
ど
の
よ
う
な
答
え
を
も
帰
結
し
得
て
し
ま
う
。
生
命
科
学
／
技
術
の
驚
異
的
進
展
が
惹
起
す
る
富
益
8
器
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
2
）

解
決
に
お
い
て
、
「
客
体
定
式
」
で
説
得
力
の
あ
る
「
答
」
を
導
き
出
す
こ
と
は
一
層
困
難
で
あ
ろ
う
。

　
さ
ら
に
、
根
源
的
問
題
が
、
ド
イ
ツ
基
本
法
に
お
け
る
「
人
間
の
尊
厳
」
の
理
論
的
根
拠
を
め
ぐ
っ
て
存
在
す
る
。

　
理
論
的
根
拠
の
支
配
的
見
解
は
、
「
原
点
」
に
お
い
て
も
そ
う
で
あ
っ
た
が
、
価
値
理
論
あ
る
い
は
付
与
理
論
（
霞
一
邑
律
冨
○
膏
）

　
　
　
（
6
3
）

と
呼
ば
れ
る
見
解
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
人
間
の
尊
厳
は
、
神
あ
る
い
は
自
然
か
ら
人
問
に
与
え
ら
れ
た
価
値
と
し
て
捉
え
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
64
）

こ
の
立
場
の
代
表
的
論
者
で
あ
る
Z
昼
o
段
身
は
、
「
人
問
そ
れ
自
体
の
固
有
価
値
、
独
自
性
、
本
質
、
性
質
」
を
挙
げ
て
い
る
。



人間の尊厳論の「原点」と「現点」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
5
）

こ
の
よ
う
な
見
解
は
、
基
本
法
制
定
会
議
で
も
一
条
一
項
の
「
人
問
の
尊
厳
」
条
項
の
前
提
と
さ
れ
た
考
え
方
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
6
）

教
的
自
然
法
論
と
囚
鋤
日
哲
学
に
淵
源
を
有
す
る
根
拠
論
で
あ
る
。

　
支
配
的
見
解
に
よ
れ
ば
、
基
本
法
一
条
一
項
に
よ
っ
て
保
障
さ
れ
る
の
は
、
現
実
的
存
在
で
あ
る
個
々
の
人
間
の
「
尊
厳
」
で
あ

る
。
と
す
る
と
、
論
理
的
に
は
、
「
現
実
的
存
在
で
あ
る
個
々
の
人
間
」
の
理
性
・
自
律
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
は
ず
で
あ
る
。

呂
匹
器
U
⊆
げ
ヨ
き
⇒
が
主
張
す
る
能
力
理
論
（
9
醇
§
鵯
夢
8
冨
）
で
は
、
自
ら
の
行
為
態
様
を
自
ら
決
定
す
る
能
力
、
す
な
わ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
7
）

ち
、
個
々
の
人
間
の
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
形
成
能
力
の
有
無
が
当
該
個
人
の
人
間
の
「
尊
厳
」
の
有
無
を
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

し
か
し
、
支
配
的
見
解
は
、
す
べ
て
の
「
現
実
的
存
在
で
あ
る
個
々
の
人
間
」
ば
か
り
で
な
く
、
胎
児
に
も
理
性
が
あ
り
、
自
律
能

力
が
あ
る
と
み
な
し
、
そ
れ
ら
の
「
尊
厳
」
を
肯
定
す
る
。

　
こ
こ
で
の
問
題
は
、
「
尊
厳
」
を
肯
定
す
る
と
い
う
結
論
で
は
な
く
、
そ
の
結
論
を
導
き
出
す
た
め
に
理
性
・
自
律
能
力
を
「
み

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
6
8
）

な
す
」
こ
と
の
根
拠
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
「
慈
悲
深
い
フ
ィ
ク
シ
ョ
ン
」
な
の
か
、
囚
目
け
の
い
う
「
人
間
性
」
な
の
か
、
そ
れ
と

も
そ
れ
ら
以
外
の
何
か
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
種
の
尊
厳
」
論
で
は
、
そ
の
根
拠
を
「
人
類
性
」
に
見
出
し
て
い
る
が
ゆ
え
に
、
「
み
な
す
」
必
要
も
、
個
別
的
・
具
体
的
に

「
能
力
」
の
有
無
を
問
う
必
要
も
な
い
。
し
か
も
、
「
人
類
性
」
が
根
拠
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
「
現
実
的
存
在
で
あ
る
個
々
の
人
間
」

ば
か
り
で
な
く
、
胎
児
も
、
胚
も
、
受
精
卵
も
当
然
に
「
尊
厳
」
を
有
す
る
こ
と
に
な
る
。

　
本
稿
で
、
結
論
め
い
た
こ
と
を
述
べ
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
そ
れ
は
、
単
に
紙
幅
が
尽
き
た
か
ら
だ
け
で
は
な
い
。
具
体
的
個
人

の
人
格
ー
理
性
ー
自
律
に
基
づ
く
「
人
間
の
尊
厳
」
論
、
「
人
間
性
」
に
基
づ
く
「
人
間
の
尊
厳
」
論
、
そ
し
て
「
人
類
性
」
に
基

づ
く
「
種
の
尊
厳
」
論
の
い
ず
れ
の
見
解
も
、
そ
れ
ら
の
基
礎
に
内
餌
日
哲
学
が
存
在
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
の
理
解
が
対
立
し
て

い
る
。
哲
学
や
倫
理
学
の
研
究
者
で
は
な
い
者
が
、
軽
々
し
く
答
え
を
出
せ
る
問
題
で
は
な
い
。
こ
の
根
源
的
間
題
に
つ
い
て
、
そ

し
て
「
現
点
」
に
お
け
る
個
々
の
具
体
的
富
巳
8
器
へ
の
「
答
」
に
つ
い
て
は
、
改
め
て
別
稿
で
取
り
組
み
た
い
。
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（
1
）
　
例
え
ば
、
芦
部
信
喜
『
憲
法
学
1
』
五
九
頁
、
二
一
四
⊥
コ
五
頁
（
一
九
九
二
年
）
参
照
。

（
2
）
　
青
柳
幸
一
『
人
権
・
社
会
・
国
家
』
七
四
頁
以
下
（
二
〇
〇
二
年
）
参
照
。

（
3
）
　
ホ
セ
・
ヨ
ン
パ
ル
ト
「
日
本
国
憲
法
解
釈
の
問
題
と
し
て
の
『
個
人
の
尊
重
』
と
『
人
間
の
尊
厳
』
（
上
）
（
下
）
」
判
例
タ
イ
ム
ズ

　
三
七
七
号
、
三
七
八
号
（
一
九
七
九
年
）
。

（
4
）
　
同
・
判
例
タ
イ
ム
ズ
三
七
七
号
一
七
頁
。

（
5
）
　
同
。

（
6
）
　
青
柳
幸
一
「
二
つ
の
『
人
間
の
尊
厳
』
論
と
憲
法
理
論
ー
憲
法
学
の
視
点
か
ら
」
北
大
法
学
論
集
五
四
巻
六
号
二
一
五
四
頁
（
二
〇

　
〇
四
年
）
、
と
り
わ
け
二
一
五
九
－
一
二
六
一
頁
参
照
。
さ
ら
に
、
一
一
〇
〇
四
年
三
月
に
早
稲
田
大
学
で
行
わ
れ
た
日
独
共
同
研
究
シ
ン

　
ポ
ジ
ウ
ム
「
二
一
世
紀
に
お
け
る
憲
法
発
展
」
で
の
報
告
原
稿
（
＞
○
旨
賢
匪
0
8
魯
9
一
畠
一
①
仁
づ
α
匡
o
器
9
窪
≦
費
α
ρ
ぎ
号
8
0
阜

　
8
8
ω
」
崖
ご
も
参
照
。

（
7
）
　
青
柳
幸
一
『
個
人
の
尊
重
と
人
間
の
尊
厳
』
八
ー
一
〇
頁
（
一
九
九
六
年
）
参
照
。

（
8
）
　
田
口
精
一
『
基
本
権
の
理
論
』
九
頁
（
一
九
九
六
年
）
。
バ
イ
エ
ル
ン
州
憲
法
と
ド
イ
ツ
基
本
法
の
「
人
間
の
尊
厳
」
条
項
と
の
関

　
係
に
つ
い
て
は
、
若
松
新
「
ボ
ン
基
本
法
に
お
け
る
『
人
間
の
尊
厳
』
（
8
）
」
早
稲
田
政
治
公
法
研
究
三
〇
号
二
三
四
ー
二
四
九
頁
参
照
。

（
9
）
　
青
柳
・
前
掲
註
（
7
）
、
一
〇
1
一
八
頁
参
照
。

（
1
0
）
　
清
水
伸
編
著
『
逐
条
日
本
国
憲
法
審
議
録
［
増
補
版
』
第
二
版
』
二
七
四
頁
（
一
九
七
六
年
）
。

（
1
1
）
同
・
四
八
九
－
四
九
〇
頁
。

（
1
2
）
　
例
え
ば
、
哲
学
や
形
而
上
学
な
ど
の
新
し
い
訳
語
を
造
り
出
し
た
西
周
に
つ
い
て
、
森
岡
健
二
編
著
『
改
訂
　
近
代
語
の
成
立
』
一

　
三
八
－
一
五
九
頁
（
一
九
九
一
年
）
参
照
。

（
1
3
）
　
諸
橋
轍
次
『
大
漢
和
辞
典
　
第
四
巻
』
三
二
頁
（
修
訂
第
二
版
、
一
九
九
一
年
）
。

（
1
4
）
　
訳
語
と
し
て
の
「
人
格
」
の
成
立
過
程
に
つ
い
て
は
、
佐
古
純
一
郎
『
人
格
観
念
の
成
立
』
二
二
－
七
八
頁
（
一
九
九
五
年
）
参
照
。

（
1
5
）
　
同
・
二
〇
二
頁
以
下
参
照
。

（
1
6
）
　
西
田
幾
多
郎
「
善
の
研
究
」
西
田
幾
多
郎
全
集
第
一
巻
二
一
三
頁
（
二
〇
〇
三
年
）
。
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（
1
7
）
　
言
葉
の
点
で
、
戦
前
発
行
さ
れ
て
い
た
辞
書
で
確
認
し
て
お
き
た
い
。
例
え
ば
、
市
河
三
喜
・
畔
柳
都
太
郎
・
飯
島
広
三
郎
『
大
英

和
辞
典
』
（
一
九
三
一
年
）
で
は
、
9
讐
一
昌
「
崇
高
な
る
品
位
、
高
貴
な
対
面
、
尊
厳
、
威
厳
、
品
位
、
勿
体
」
等
の
訳
語
が
、
冨
雫

ω
9
「
人
間
た
る
資
格
、
人
格
」
等
の
訳
語
が
み
ら
れ
る
。
木
村
謹
治
・
相
良
守
峯
『
独
和
辞
典
』
（
一
九
四
〇
年
）
で
は
、
≦
ま
巳
Φ

　
「
品
位
（
格
）
、
気
品
、
威
（
尊
）
厳
、
荘
重
」
等
の
訳
語
が
、
評
お
自
「
人
、
人
問
、
権
利
能
力
あ
る
も
の
、
人
格
」
等
の
訳
語
が
あ
る
。

（
1
8
）
　
さ
ら
に
、
一
九
四
九
年
に
公
刊
さ
れ
た
宮
沢
『
憲
法
大
意
』
七
二
－
七
三
頁
（
一
九
四
九
年
）
、
同
『
憲
法
入
門
』
一
二
〇
頁
、
一

　
一
二
－
二
一
二
頁
、
一
二
四
頁
、
二
一
七
頁
、
一
二
九
頁
、
一
三
五
頁
（
一
九
五
一
年
）
参
照
。

（
1
9
）
　
美
濃
部
達
吉
『
新
憲
法
逐
条
解
説
』
四
六
頁
（
一
九
四
七
年
）
、
さ
ら
に
、
同
『
新
憲
法
の
基
本
原
理
』
一
一
〇
頁
（
一
九
四
七
年
）

参
照
。
な
お
、
一
九
四
八
年
四
月
（
美
濃
部
が
亡
く
な
る
約
一
カ
月
前
）
に
公
刊
さ
れ
た
『
日
本
国
憲
法
原
論
』
で
は
、
「
各
個
人
の
人

格
の
尊
重
」
（
同
・
一
六
六
頁
、
一
六
七
頁
）
と
記
さ
れ
て
い
る
だ
け
で
、
「
生
存
の
権
利
」
と
い
う
説
明
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。

（
2
0
）
　
恒
藤
恭
「
個
人
の
尊
厳
」
『
法
の
精
神
』
一
六
九
頁
（
一
九
六
九
年
）
。
初
出
は
、
尾
高
朝
男
教
授
追
悼
記
念
論
文
集
『
自
由
の
法

理
』
（
一
九
六
三
年
）
で
あ
る
。

（
2
1
）
　
田
上
穣
治
『
憲
法
原
論
』
一
〇
三
頁
（
一
九
五
一
年
）
も
参
照
。

（
2
2
）
　
最
大
判
昭
和
壬
二
年
三
月
二
四
日
裁
判
所
時
報
九
号
八
頁
。
下
級
審
判
決
に
お
け
る
「
個
人
の
尊
厳
」
あ
る
い
は
「
人
間
と
し
て
の

尊
厳
」
と
い
う
言
葉
に
つ
い
て
は
、
青
柳
幸
一
・
前
掲
註
（
2
）
、
二
九
頁
註
（
6
6
）
参
照
。

（
2
3
）
　
一
九
五
九
年
に
公
刊
さ
れ
た
橋
本
公
亘
『
憲
法
原
論
』
は
、
ド
イ
ツ
基
本
法
の
「
人
問
の
尊
厳
」
条
項
を
、
「
人
格
の
内
容
を
形
成

　
す
る
も
の
で
あ
り
、
す
べ
て
の
人
が
固
有
す
る
人
格
価
値
で
あ
る
。
民
主
主
義
は
、
か
か
る
価
値
概
念
と
結
び
つ
け
て
、
理
解
せ
ら
れ
な

　
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
同
・
九
三
－
九
四
頁
注
四
）
と
説
明
し
、
憲
法
コ
ニ
条
が
日
本
国
憲
法
が
個
人
主
義
思
想
に
基
づ
く
も
の
で
あ
る
」

　
こ
と
は
憲
法
二
二
条
『
二
よ
っ
て
も
明
ら
か
で
あ
る
。
各
人
の
尊
厳
を
理
念
と
す
る
民
主
主
義
が
、
憲
法
を
貫
く
原
理
と
し
て
成
り
立
っ

　
て
い
る
』
（
同
一
二
五
頁
）
と
述
べ
て
い
る
。

（
24
）
　
同
旨
説
に
関
し
て
、
田
口
・
前
掲
註
（
8
）
、
五
一
！
五
二
頁
註
（
3
）
参
照
。
な
お
、
田
口
論
文
に
つ
い
て
は
、
論
文
集
に
収
録
す
る

　
に
あ
っ
て
、
加
筆
修
正
が
行
わ
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
で
は
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
論
文
か
ら
引
用
し
て
い
る
。

（
2
5
）
　
「
原
点
」
に
お
け
る
註
釈
の
な
か
で
、
「
人
間
の
尊
厳
は
精
神
的
i
心
的
な
価
値
体
験
の
能
力
と
結
び
つ
く
」
と
す
る
見
解
が
あ
っ
た

　
が
、
そ
れ
が
そ
の
よ
う
な
能
力
の
欠
如
の
例
と
し
て
挙
げ
て
い
た
の
は
、
乳
幼
児
で
あ
っ
た
（
薦
一
知
9
ζ
き
讐
ミ
困
①
ぎ
（
缶
お
鵬
，
y

2！1
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O
ρ
閃
阜
H
る
。
》
亀
一
こ
お
①
ρ
》
H
け
」
＞
昌
5
目
ω
o
）
Q

（
2
6
）
　
く
鵬
一
．
○
『
ω
け
費
o
F
ぎ
”
＜
●
］
≦
四
p
鵬
o
一
象
＼
困
①
ぎ
＼
ω
母
零
ぎ
O
ρ
ゆ
P
一
）
“
。
》
畦
一
こ
一
8
P
》
同
け
．
一
》
び
9
一
菊
P
Go
）
ざ

　
N
6
も
①
一
ξ
ω
」
冥
内
○
ヨ
日
Φ
旨
弩
墜
日
ω
o
o
昌
R
O
歪
旨
α
⑯
Φ
ω
Φ
貫
ω
蜜
p
α
一
〇
〇
。
P
》
旨
．
一
＞
σ
ω
。
一
F
ρ
因
p
お
ヨ
詳
即
⇒
。
田
”

　
囚
q
巳
堕
ぎ
”
＜
。
匡
藷
糞
ミ
丙
o
づ
眞
（
国
お
喰
。
）
》
O
ρ
ゆ
9
一
ふ
。
》
鼠
一
こ
N
O
O
ρ
因
⇒
○。
．

（
2
7
）
　
和
辻
哲
郎
「
カ
ン
ト
に
お
け
る
『
人
格
』
と
『
人
類
性
』
」
和
辻
哲
郎
全
集
第
九
巻
三
こ
九
頁
注
2
（
】
九
六
二
年
）
。

（
2
8
）
　
人
権
の
理
解
と
内
曽
目
哲
学
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
丙
｝
8
鼻
O
毎
p
祭
¢
＆
家
Φ
⇒
零
冨
目
Φ
昌
富
語
鵠
寅
窪
α
巳
ω
＝
区

　
℃
圧
一
8
8
圧
Φ
α
R
牢
Φ
ぎ
①
一
一
因
き
貫
一
8
鯉
ψ
曽
一
舜
参
照
。

　
　
　
　
　
　
　
　
〉

　　　　　　　　　　ハ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

38　37　36　35　34　33　32　31　30　29
）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）　　　　）

樋
口
陽
一
ほ
カ
『
注
解
憲
法
1
』
二
四
八
頁
（
佐
藤
幸
治
執
筆
）
（
一
九
九
四
年
）
。

阪
本
昌
成
『
憲
法
理
論
H
』
「
ま
え
が
き
」
短
頁
（
一
九
九
三
年
）
。

同
・
一
三
八
頁
以
下
参
照
。
さ
ら
に
、
同
『
憲
法
2
』
七
九
－
八
○
頁
（
一
九
九
九
年
）
参
照
。

樋
口
ほ
か
・
前
掲
註
（
2
9
）
、
二
五
一
頁
。

同
・
二
四
七
－
二
五
〇
頁
。

同
・
二
五
〇
1
二
五
一
頁
。

同
・
二
五
三
頁
。

同
・
二
五
二
ー
二
五
三
頁
。

同
・
二
五
四
頁
。

青
柳
・
前
掲
註
（
7
）
、
五
－
四
四
頁
、
七
一
－
七
五
頁
。
同
・
前
掲
註
（
2
）
、
六
一
ー
七
三
頁
、

三
二
頁
参
照
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　

43　42　41　40　39
）　　　）　　　）　　　）　　　）

℃
巨丙

　　212

艶
①

七
四
ー
一
〇
七
頁
、
一
〇
八
－
一

青
柳
・
前
掲
註
（
7
）
、
三
六
頁
。

同
・
三
五
ー
三
八
頁
参
照
。

青
柳
・
前
掲
註
（
2
）
、
一
二
六
－
一
二
七
頁
参
照
。

カ
ン
ト
「
人
倫
の
形
而
上
学
的
基
礎
づ
け
」
カ
ン
ト
全
集
七
巻
八
頁
（
二
〇
〇
〇
年
）
。

国
㍉
≦
』
W
8
溶
亀
8
巳
ρ
U
一
Φ
≦
宥
号
号
ω
寓
Φ
扉
魯
窪
ミ
ミ
・
曽
旨
器
3
貰
男
》
N
＜
○
目
o
。
る
』
。
8
）
ψ
器
．
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（
4
4
）
琴
＝
①
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